
会議録  

会議名  柏ＳＴＯＰフレイル会議  

開催日時・  

場所  

令和７年７月３日（木）午前１０時～正午  

ウェルネス柏４階研修室  

出席者  

＜委員＞  

秋元委員，小野里委員，小宮委員，山本委員，八文

字委員，小齋委員，中村（信）委員，西田委員，南

良委員，高橋（史）委員，中村（禎）委員  

高橋（裕）委員（座長），𠮷田委員，梅澤委員，川

口委員，小出委員，宗得委員  

＜アドバイザー＞  

古賀アドバイザー，高野アドバイザー，齊藤アドバ

イザー，飯島アドバイザー  

＜オブザーバー＞  

田中オブザーバー  

＜事務局＞  

地域包括支援課  宮島，阿部，北村，菅谷  

健康増進課  伊藤，相澤  

健康政策課  野口，沼尾，星，渡邉，三好  

【次第】  

１  開会  

２  東京大学高齢社会総合研究機構からの報告  

３  委員によるグループディスカッション  

 (1) グループディスカッションの流れ等に係る説明（健康医療  

  部）  

 (2) グループディスカッション  

   テーマ  

    新しいフレイル予防の取組として，どのようなことがで   

     きるか。  

     ※  令和７年度中に実現可能な取組であって，複数の  

      団体で共に実施するものに限る。  

 (3) 各グループの発表   



４  アドバイザー等による総括  

５  閉会  

 

【議事】  

（高橋座長）  

 健康医療部の高橋でございます。この会議でありますけども，

柏フレイル予防プロジェクト２０２５推進委員会を前身とする会

議であります。フレイル予防に関係する健康づくり事業の効果的

な連動と地域を基盤とした市民主体の活動の支援を目指しており

ます。  

 昨年度は，会議設置から約９年間が経ちまして，その中で振り

返りを行い，委員の皆様からヒアリングを行ったところでありま

す。その中で各目標に対する達成状況を検証することにより，今

後の会議の在り方について議論させていただきました。その議論

の結果，地域における多様な活動同士が連携強化をするという目

標で，委員間でも連携が創出されたとは若干言いがたく，本会議

を活性化することで，改めて委員間の連携の強化を図る必要があ

るという結論に至りました。  

 こ の 結 果 を 踏 ま え ， 本 会 議 は 名 称 を 「 柏 Ｓ Ｔ Ｏ Ｐ フ レ イ ル 会

議」に改めますとともに，議事にグループディスカッションを取

り入れることによって，これまでの情報共有の場から進んだ意見

交換の場へと新しく生まれ変わったところであります。  

 この会議を通じて，地域を基盤とした皆さまの活動がより一層

活性化し，もって柏市民の健康寿命の延伸につながるよう，活発

な議論をお願いしたいと思います。本日はよろしくお願いいたし

ます。  

 で は 早 速 で は あ り ま す が ， 次 第 に 沿 い ま し て ， ま ず 次 第 の ２

「東京大学高齢社会総合研究機構様からの報告」についてです。  

 それでは，東京大学様よろしくお願いします。  

 

（東京大学・飯島アドバイザー）  

 東京大学の飯島と申します。私，高齢社会総合研究機構といい



まして，いわゆる 学部横断型，分野横断型の研究機構で高齢社会

のいろんな諸問題を決して医学的な視点だけでなく法学系，人文

社会系も含めて多面的な学際的にやっているというところで機構

長をやらせていただいております。１５分ぐらいお時間いただき

ます。今まで何年もこの会議で一緒だった方もいらっしゃれば初

めてという方もいらっしゃるので， 我々の研究活動の自己紹介も

兼ねて短めにお話しさせていただければと思います。後半で後輩

の研究者の田中友規先生にバトンタッチしたいと思います。  

 ＜資料２の１ページについて説明＞  

 お手元の資料２を見ていただければと思います。フレイル予防

に関する研究及び取組の報告ということで，いつもですと新しい

エビデンス，科学的な根拠を報告しておりますが，今日は最初の

１番と２番で我々の活動の自己紹介的な物，そして３番が柏での

フレイルチェックという活動によってどのような根拠が見えてき

たのかというところを示したい思います。  

 ＜資料２の２ページについて説明＞  

 フレイルの早期の兆候を見出すということで栄養，体の健康増

進調査事業，通称柏スタディというものでこれは２０１２年に私

が仕掛けたものであります。実は，フレイルという言葉は２０１

４年に世の中に出しました。柏スタディを始める頃はフレイルと

いう言葉は存在しませんでした。食事，運動を含め生活内容をも

う一回りワンランク上にしていくために，個々人が頑張るだけで

はなくて地域での社会活動というものも含めてどういう風に立体

的に見ていくのかということでデザインしたものになります。今

まで２０１２年から去年の２０２４年までで１４年目に入ってい

るスタディですけれども，第八次調査を昨年の秋に終えたという

ものであります。  

 ＜資料２の３ページについて説明＞  

 特徴的なものは右側の調査会場でいろんなブースで分かれて，

いろんな視点のデータを取っているということです。受付から始

まり，問診・採血，体組成計と言いましていわゆる筋肉量，特に

手足の筋肉量を身長換算したもの，これが通称ＳＭＩという，健



康診断ではＢＭＩと数値化されますけれども，筋肉ではＳＭＩと

いう数字が全世界基準です。日本だけの基準ではなくて，計算の

仕方というのは全世界基準で決まっています。それをはじき出し

ているということです。  

 身体測定だったり，認知機能だったり，運動機能だったり，口

腔機能，この⑦の口腔機能というところからいろんなエビデンス

が出まして，今ではフレイルという概念に続いてフレイルファミ

リーとしてのオーラルフレイルというお口の衰え，特に些細な衰

えのレベルを国民に啓発していこうというものが柏スタディから

生まれております。このように多面的な視点で，調査項目，質問

票も入れれば２，３００項目から成り立っている調査でありま

す。  

 ＜資料２の４ページについて説明＞  

 柏スタディからどのような科学的論文が出たのかということ

で，合計すると５，６０の論文が既に出ております。栄養，身体

活動，社会参加の３本柱として日常生活を工夫していった方が必

ずフレイル予防にプラスになってくるということです。  

 生きがい・ウェルビーイングの分野であったり，コロナの影響

であったり，フレイルとか認知症の将来推定，医療・介護費のと

ころも後ほどデータが出てきます。筋肉の衰え，これをサルコペ

ニアと言いますけれども，これをいかに大きな機材を使わないで

簡単にチェックできるかというところ。指輪っかテストと書いて

ありますけれども，これは全日本で様々なところで使われており

ます。ある市町村自治体では後期高齢者の健康診断に指輪っかテ

ストがジョイントされて使われているという状況でもあります。

全国の管理栄養士さんもこれを使ってくれています。社会的な要

素，食事の関係，あとオーラルフレイル，あとお顔の写真からの

認知機能推定，最先端テクノロジー研究でもいろいろ入っていま

す。  

 ＜資料２の５ページについて説明＞  

 フレイル予防の三本の柱ということで，栄養という柱と身体活

動という柱と，社会参加という柱と書いてありますが，これにつ



いてそれぞれに小さな字で補足コメントがあると思います。これ

に対して全て根拠立てて科学的根拠というものをつけて証明して

きました。先ほどと繰り返しになりますが，三本柱ということで

すから，栄養だけ頑張ろう，運動だけ頑張ろう，社会参加だけ頑

張ろうっていう，一歩踏み出さないよりはそちらの方がいいんで

すけれども，せっかくやるからには自分の日常生活というものを

この三本柱に全体的に配慮する形で振り返り，ちょっとした日常

生活のひと工夫をしていった方が必ずプラスになりますよという

ものを根拠立てて論文化してきました。  

 今日は時間の関係上全て御説明しませんけれども，特徴は，栄

養という一本目に食事と口腔機能が入っている，すなわちオーラ

ルフレイルというメッセージが入っているということでありま

す。食事に関しましても右上に書いてありますが，単に，全国で

は筋肉維持のためにはたんぱく質を食べようと言われています

が，高齢期のフレイル予防はたんぱく質に配慮するだけでは不十

分なのであるということが出されております。そういう意味でい

ろんな科学的根拠がこれで述べられています。  

 左下の身体活動に関しましても，典型的なものは運動というこ

とですけれども，我々の柏スタディの研究からも運動習慣をバリ

バリ持っている方々と運動習慣を持っていないけれども，生活活

動と言いまして，運動ではないけれどちょこちょこ活動されてい

る方，この運動習慣の方と生活活動というちょこちょこ活動され

ている方を７年から９年ぐらいフォローアップしますと，新規の

要介護認定はほとんど同じであるというデータが出ておりまし

て，運動習慣というものを否定する話ではないんですけれども，

やっぱりどの国民の方々であっても運動習慣を持てなくてだけど

他のことでちょこちょこ活動しているという方がむしろ圧倒的に

多いです。そういった方に対して，ちょこちょこの活動でも十分

戦えるんですよというエールを送れるエビデンスを出しておりま

す。  

 そして社会参加ということで，栄養と身体活動に社会参加をど

うリンクさせながら生活内容をレベルアップしていくのか，そし



て柏におけるいろんな選択肢を増やしていくのかということにな

るのかと思います。  

 ＜資料２の６ページについて説明＞  

 これからのお話は柏市様だけにおける話ではなくて，全国展開

の話であります。フレイル予防を通した高齢住民主体の健康長寿

まちづくりということで，私が作成したスライドですけれども，

①から②，③，④と書いてありまして，このステップを全て踏ん

でまいりました。まず①は先ほど言いました柏スタディで豊富な

フレイル予防に繋がるエビデンス，科学的根拠を論文化していっ

ぱい出してきたということがひとつ，その科学的根拠を集約しま

して②。集いの場ということでいかに気づきの場に変えていくの

かということでフレイルサポーターという方々を柏市が発祥の地

ということで養成いたしました。今日このメンバーで中村さんも

入っていらっしゃって，フレイルサポーター日本の第１号，シン

ボリックな方になります。中村さんがいなければ全国いろんな都

道府県にサポーターがいなかったってことなんですけれども，こ

のようにフレイルサポーターのシステムというものを作りまし

た。これは柏が発祥の地であります。これを形づくることができ

たということで，ひとつモデルができたということで今現在，１

０４の自治体が導入していて，この夏に１０５番目として北海道

の名寄市が導入しています。北海道ではシニアのサポーターたち

と市立大学の大学生たちが一緒にサポーターになって多世代交流

で市内を闊歩しながら頑張っていく，新しいチャレンジも入って

きています。  

 ＜資料２の７ページについて説明＞  

 全国のデータが節目節目で東京大学にも集まり，色々解析をし

ているということであります。これが④ですね。  

 ＜資料２の８ページについて説明＞  

 柏市発祥，そして住民主体のフレイル予防活動「フレイルチェ

ック」というもので，全国共通でこの黄緑色のユニフォーム，こ

れがシンボルカラーになっておりまして，北から南まで同じ色の

ユニフォームを着てくださって背中のメッセージも全部同じにな



っています。柏市発祥というだけでなく，柏市のサポーターの

方，非常に行政の方々と二人三脚で精力的にやってくださってお

りまして，今現在フレイルチェック百何か所というとこでも，柏

市のフレイルチェックが一番回数をやり，一番多くの市民に届

け，一番深堀の解析をやってくださってるという現状でございま

す。この場をお借りしてお礼を申し上げます。  

 ＜資料２の９ページについて説明＞  

 全国の日本の地図が真ん中にありまして，黄緑色のユニフォー

ムを着た全国のフレイルサポーターの写真が散りばめられており

ます。全国のフレイルサポーター，そしてトレーナー，そして行

政。このサポーター，トレーナー，行政この３つがスクラムを組

んで一つの自治体でチームを組んで推進していく。これが全国展

開しているということであります。  

 今現在，年に一回は全体の集いもオンラインでやってますし，

毎月オンラインでそれぞれの自治体の進捗報告をやっている，飯

島ラボミーティングというのもやってくださってシニアのサポー

ターたちが進捗報告をしてくださっているというところでござい

ます。  

 ＜資料２の１０ページについて説明＞  

 このフレイルチェックを通してこの柏市から豊富なデータがあ

るんですけれど，どういうエビデンスが見えてきたのかというこ

とを実際に解析を担当しました田中友規先生にバトンタッチをし

て説明していただければと思います。  

 

（東京大学・田中オブザーバー）  

 東京大学未来ビジョン研究センター，高齢社会総合研究機構の

田中友規と申します。はじめましての方もいらっしゃると伺って

おります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。まず初め

に私の方で３枚データをお示しさせていただきます。  

 まず一つ目，フレイルチェックというのは単純な健康診断とは

異なりまして，自分自身の弱点や課題を確認して，この中でどう

学んで次のフレイル予防に目覚めていただくのか，自分ごとの場



でございます。フレイルチェック受けられた方というのが，この

データの場合は２万４０００名のデータでございます。実はもう

答えが出ておりますが，フレイルチェックの参加者というのはフ

レイル予防するように改めてなりましたと答えた方が７５％，４

人に３人は予防意識に芽生えていただいたという結果でございま

す。またそのうち赤信号，危ないところを気をつけなければいけ

ないところにも赤信号をつけるプログラムでございますけれど

も，平均年齢７５歳を超える参加者だとしても半年後に赤が青に

変わった人の方が多いというデータが既にございます。その背景

には右側にあるようにしっかり噛んで食べるようになった方や，

運動するようになった方，社会活動を改めてするようになった

方，買い物や旅行に行くようになった方が多いというような，や

はりこの年齢であったとしても気づき，自分ごとをすることでフ

レイル予防に目覚めて行動を変えられた方が，この柏市でも多い

という結果が出てまいります。一枚めくっていいただいてよろし

いでしょうか。  

 ＜資料２の１１ページについて説明＞  

 フレイルチェックの目的というのは，全て介護予防に直結する

ものだけを目指しているわけではございませんが，実際に御参加

いただいた方が将来，介護認定を受けるリスクが下がるのかどう

かというところで柏市のデータを用いて検証させていただきまし

た。こちら実はフレイルチェックが始まった２０１５年から２０

２４年までの約８年，９年間のデータを柏市の方と共同で出して

くださいまして，フレイルチェックを受けた方とそうでない方を

年齢や御病気，様々な要因で同じような方を見つけて比べたとこ

ろ，フレイルチェックを受けた後に介護認定のリスクが下がった

というのが約１３％程リスクが下がるという結果が出てまいりま

した。ですので，フレイルチェックを受けることで意識行動変容

があることはもちろん，介護リスクの軽減にも寄与するという結

果でございます。最後のスライドを見てくださいますと幸いで

す。  

 ＜資料２の１２ページについて説明＞  



 縮退社会といわれるなかで，保険料であったり，介護給付費の

削減といったものは大きな課題でございます。実はこの介護リス

クが下がったことにも起因いたしますが，フレイルチェックの参

加者というのは短期的，ここでいうところの８年９年ではござい

ますけれども，やはり介護給付費のお値段ですね，こちらのかな

り削減に繋がっているという結果が出てまいりました。一人あた

ま３万円，８年間では４４万円の差が出てきてまいります。こち

らでデータのお示しは以上でございます。  

 最後に，こちら第１回柏ＳＴＯＰフレイル会議でございまし

て，やはりこのフレイルチェック，柏市でたくさんやってきてご

ざいますので，本日初めて御参加いただいた方は是非とも６５歳

未満の方も御参加可能だと思いますので是非足を運んでいただけ

ると，柏の歴史を感じるとても良い機会になるかと思います。以

上です。  

 

（東京大学・飯島アドバイザー）  

 東京大学からのプレゼンテーションはこれで終わりにしたいと

思いますが，柏市でのモデル形成というのは全国津々浦々，北海

道から沖縄まで展開されております。様々な自治体で切磋琢磨さ

れておりまして，地域地域の独創的な取組もフレイルサポーター

活動に盛り込まれ始めているところであります。今日データをお

示しできてはいませんが，サポーター自身の生きがいとかサポー

ター自身の健康にも大きく資する，あと参加者の市民の皆様の意

識変容にも大きく資するというところがかなり手ごたえのある結

果として見えてきております。実際全国でアンケートを取ってみ

ると，フレイルチェックに参加してくださった一般市民の方々の

うちの３人ないしは４人に１人は，次回からサポーター側をやり

たいというふうに答えてくださっていますのでいかに全国のサポ

ーターたちが目を輝かせて活発に頑張ってくださっているか，市

民に笑顔を分け与えてくださっているのかということも象徴かな

と思っております。また，この会議，今後も新しいエビデンスを

御提供できればなと思います。以上でございます。  



 

（高橋座長）  

 飯島先生，田中先生ありがとうございます。柏市におけるこれ

までの柏スタディであったり，フレイルサポーターの活動であっ

たり，その結果としてエビデンスが出てきているというお話をい

ただきました。ありがとうございます。  

 この後，次第の ３にあります「委員によるグループディスカッ

ション」に移りたいと思います。グループディスカッションの流

れについて，健康政策課から説明をお願いします。  

 

（事務局・野口専門監（健康政策課））  

 ディスカッションについて御説明させていただきます。今回の

グループディスカッションは，委員の皆様に，今お座りの席のグ

ループで行っていただきます。ディスカッションの時間は１１時

１０分までとさせていただきます。終了１０分前と５分前には，

こちらからアナウンスをさせていただきますので，よろしくお願

いいたします。各グループにはファシリテーターとして職員を配

置しますので，ファシリテーターの案内に従って，ディスカッシ

ョンを進めてください。  

 ディスカッションが終了いたしましたら，各グループの代表の

方にお一人３分で発表を行っていただきますので，よろしくお願

いいたします。  

 また，アドバイザーの皆様，オブザーバーの皆様に関しまして

は，適宜，各グループのテーブルをお回りいただきまして，御自

由に御見学ください。  

 

（高橋座長）  

 ディスカッションと申しましても，堅苦しい議論を行うという

わけではなく，皆様の活動を通して，自由・率直な意見交換の場

として活用していただければと思います。それでは，各グループ

のディスカッションを始めてください。  

 



【委員による４０分間のディスカッション】  

 

（高橋座長）  

 時間になりましたので，各グループで発表される方を決めてい

ただければと思います。発表される方，各グループで決まりまし

たら手を挙げてもらえますか。  

 それでは皆様，お疲れ様でした。活発な意見交換ができている

と思います。各グループからの発表に移りたいと思います。そう

しましたらＡ班から，３分間でそれぞれの班の代表の方，よろし

くお願いいたします。  

 

（Ａ班  柏市社会福祉協議会  高橋委員）  

 社会福祉協議会の高橋と申します。よろしくお願いいたしま

す。Ａ班はですね，地域で活動されている方とか，栄養分野で御

活躍の専門家の方で議論をいたしました。まず，それぞれやって

いる分野の活動を出し合ったところ，行政に関わることとか，地

域の集いの場であるとか，専門家としていろんな場に派遣をされ

て栄養のことをお伝えしているというそういった場が結構たくさ

んあるということとか，情報発信，ワニＦｉｔが始まっています

けれども，自己管理という意味でもいろんなフレイルの活動をや

ってらっしゃるということを確認しました。  

 その中でどういった結びつきとか，連携とか，効果を上げてい

くのにどんな方法があるかなということで，ものすごいアイデア

が出すぎて，まとまっては正直いなくて，もう少し時間が欲しい

なというところなんですけれども，とにかくそれぞれやっている

ことをもう少し結びつけることによって，効果がかなり上がるん

じゃないかという御意見が出ました。例えば様々な場で栄養指導

をやるとそれぞれの生活リズムとか，もしくは体力に関してかな

り改善するんですが，連携の機会をうまく活用しきれていないか

もしれないという問題や，栄養相談の場というのが常時，市役所

近辺にはないので，実は網から漏れてしまっている方とか，孤食

の問題を抱えている方が救えない状態にあるんじゃないかという



御意見もありました。さらには，それぞれ地域や専門家等々で動

いてはいるものの，もうちょっと手を結んでいく必要として，コ

ーディネートする要素というか機関が重要ではないか，そういう

意味で社協やボラセンの役割として頑張らなきゃいけないなとい

うことも感じましたし，それぞれのメンバーさんで情報を意識し

あって，コーディネートしあうことは，すぐにできるところかな

ということで，一応議論は終わりました。  

 

（高橋座長）  

 ありがとうございます。続きましてＢ班お願いします。  

 

（Ｂ班  柏市在宅リハビリテーション連絡会  西田委員）  

 柏市在宅リハビリテーション連絡会の西田です。Ｂ班は，まと

めていただいたフレイル予防の関わりについてまとめ直してみ

て，周知，コラボを真ん中にしました。キーワードとしては楽し

く，継続的にできて，多世代でというところでキーワードとしま

した。コラボできるというのがいっぱい出ているんですけれど

も，健康づくり推進員さんとスポーツ推進員さんもいらしたの

で，一緒に連携して活動してみるのもひとつかなというようなお

話が出ています。今ある文化祭だったり，運動会であったり各地

で行われているようなところにニュースポーツ大会等を入れて，

そこでも啓発活動をやってみるというのも実践できるのではない

かなというお話が出ていました。  

 ただ，スポーツ推進員さん今がすごく少なくなっているそうで

そこに人がいないとなかなか難しいところもあるので，ポイント

の付与だったりとかしながら動ける人というのも大事かなという

お話が出ていました。今あるものを改変しながら楽しくできるよ

うにというところで作っていくというのも一つですし，宣伝の仕

方，啓発の仕方も色々考えてやれるといいんじゃないかというお

話がありました。私は柏ロコモという体操をリハビリでも作りま

したけれども，楽しくないので，是非とも楽しいものに変えたら

良いんじゃないかと思いました。  



 

（高橋座長）  

 ありがとうございました。それではＣ班お願いします。  

 

（Ｃ班  北柏町会副会長  小齋委員）  

 現状の課題を最初にお話をして，それを踏まえての意見交換で

した。情報交換が少ないとか，無関心層が多いとか，男性の参加

者がどこも少ないということがあった中で，中村さんの「女性は

たくさん活動に出てきているのに男性が全然いない。」という御

発言にフォーカスが当たりました。今は何をやっても，何か比較

をしても女性の人は来る。じゃあなんで男性は参画しないんだろ

うという議論が少しありまして。そこで，素敵なアイディア，的

を射たお話だったのが，プライドみたいな，何故か社会で色々経

験を積んできた男性がいざ新しいことをやると，何もできない自

分を見せたがらない，見せたくないというプライドが男性にはあ

るんですよ。そこをくすぐるような施策がいいんじゃないかなみ

たいな話がありました。きっかけで入ってしまえばそのまま続け

て男性も活動できるんだけれども，最初の入口を広く作っていく

ような話，男性の興味のある企画の立ち上げというのは，そうい

う意味ではとても大事なんだろうなと。そういうことを継続して

いく，何か引っかかる場所を色々用意した中で，お酒の話や食事

の話，男性に響くものは何かということをお話ししていました。

社会参加を進めていこうという中で，男性を今回キーワードにし

てお話をしましたので，これは少し皆さんでブレストできるので

はないかなということが今回の進捗でした。以上です。ありがと

うございます。  

 

（高橋座長）  

 皆さん発表ありがとうございました。  

 それではですね，僭越ながら，発表いただいた内容について，

我々健康医療部の𠮷田と私でコメントをさせていただきます。  

 



（柏市健康医療部理事・𠮷田委員）  

 𠮷田でございます。本日は御出席いただきありがとうございま

す。コメントなんておこがましいですけれども，各グループのデ

ィスカッションを見させていただきまして，それぞれの実際の活

動での抱えている課題だったりとか悩みだったりとか，また実績

だったりとか，いろいろ皆さんと分かち合うことができたのでは

ないかなという風に思っております。  

 今すぐ出来そうなコラボに対する提案もいくつかのグループで

いただいていると思うので，そのあたりは年度の中で取り組めそ

うなこと，それから次年度の予算等に含めて取り組めそうなこと

を今日参加している部署とあわせて持ち帰って検討を進めていき

たいなと考えました。また，今日実際に参加されている皆さんが

団体にお持ち帰りいただいたいてできそうなことがもしあれば，

その辺りも御報告とか御相談いただければ職員が支援をさせてい

ただいて，一緒に取り組めたらなと思ったので，その辺りも時間

が短い中で申し訳なかったんですけれども深めていただければな

と思うので，この後でも結構ですし，別日でも結構ですので，少

し時間を設けてお話ができたらいいかなと思いました。  

 我々もどうしても自分たちが所管している事業とか，担当させ

ていただいている団体の皆さんとのお付き合いの中でしか話が進

まない側面があって，そんなこともあって今日皆で殻を打ち破ろ

うということでグループディスカッションをやらせていただいて

いるところもあるので，我々の方でもたくさん努力をして，うま

くコラボをして市民の皆さんのためになるような活動展開をして

いきたいなと思いましたので，今日は本当にありがとうございま

した。  

 色々な御意見聞かせていただいて，とても勉強になりました。

ありがとうございました。  

 

（高橋座長）  

 まずはお疲れ様 でした。日頃から各活動団体さんの活動に対し

まして感謝を申し上げます。今日は他団体とのコラボ ・連携なり



が 何 が で き る の か と い う こ と で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て い た だ い

て，私も聞いている中では皆さん 自分達の活動に対してかなり熱

く取り組んでいただいているのかな，その一方で課題というのも

出てきているんですけれども，各団体の中では栄養であったり，

運動であったりとか，そういったところでかなり長けている，プ

ロの方がいらっしゃるのかな，そういった方々を別の団体に送り

込んでのコラボができるんじゃないかというのが話としてはあっ

たと思います。その中で，我々行政 とすると，フレイル活動をし

ていく中で，どこまでこれを市民に 浸透していかなきゃいけない

という中では，男性では足りないとか，フレイルと言っても実は

年齢に関係なく活動していくっていうことでは，世代 を超えてや

っていかなければ いけないという部分も非常にためになる御意見

をいただきましたので，こういったことを踏まえてですね ，今年

度できることは何なのかというのを まず我々が考えさせていただ

いて皆さんの御協力をいただいて実施をしていければという風に

考えております。今日は本当にありがとうございました。  

 続きまして，総括としてアドバイザーの方から 御意見をいただ

ければと思います。まずは柏市医師会の古賀副会長， よろしくお

願いします。  

 

（柏市医師会・古賀アドバイザー）  

 柏市医師会の古賀です。今日皆さんとても有意義な 議論を聞か

せていただいてありがとうございます。  

 問題点も含めいろんなことを考えさせられたん ですけれども，

まず一つは，今２０２５年でちょうど団塊世代が７５歳以上 にな

るということで， こういうフレイル予防の活動がどんどん進んで

いくことで７５歳が元気になっているので，今は割と高齢者がど

ん ど ん 病 気 に な っ て い く み た い な 状 況 に は な っ て い な い ん で す

ね。健康寿命を長くして普通の健康寿命に近づけていくっていう

意味では，本当にこのフレイル予防はとても重要な役割をしてい

るなと思います。これはこれからも進めていくんですけれども，

その中で２０４０年に向けて考えると，今の７５歳の まだ元気な



方が８５歳，９０歳となっているとそこまで元気でいられるわけ

ではなくて，さっきの介護予防もありますけど，その時期になる

と介護される人が増えていく，そこをどう支えていくのかという

一面と，もう一つは人材面ですね。各推進委員の方が数が減って

いますよということでしたけれども ，そこをどういう風に両方を

成り立たせていくのか，どういう風に効率的に高齢者を見ていっ

たりだとか，効率的にこのような活動を進めていくか ，両輪を考

えていかなきゃいけないと思います。  

 今，こういう推進委員ってあるんだと思って，スポーツ推進委

員と健康づくり推進委員，コラボしてというか初めから一緒でも

いいんじゃないかなとかも思ったりだとか，いつも悩むのは民生

委員と町会とふるさと協議会と同じようなのがいっぱいあって，

みんなとりあえず人数少なくて困ってるみたいなのもあると思う

ん で す け ど ， そ う い う 団 体 は ま と ま っ て 少 し で も 人 数 を 増 や し

て，みんなで同じ方向に向けてこうやって話し合いができている

ので，そういう再構成みたいなのも考えていって，いろんな人が

同じ方向を向いて 考えていく，そしてそれが今回みたいなコラボ

していくというのは本当に大事かなと思います。  

 その中で，Ａグループの話を聞いてて思ったんですけど，栄養

士 の 中 村 さ ん が ， 高 齢 者 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に 行 け ば い い

し，子どもは子どものところに相談に 行って，子どもの栄養が最

近良くないみたい な話もあったりして，だけど，やっぱり網に漏

れちゃうような人たちがたくさんいて，行政も縦割りなんで高齢

者 は 高 齢 者 支 援 課 に 行 け ば い い し ， 子 ど も は 子 ど も に 行 け ば い

い，じゃあその間はどこに行けばい いのかみたいなのもあって。

やっぱり行政側も その辺りをちょっと一括して，例えば栄養士さ

んにお願いするのに年齢によって違うところに行かないと繋がら

ないよということで，網の目に漏れちゃうみたいな話 があって，

そこは本当にその とおりだなと思いますし，そこは今後行政の方

にも同じように例えば栄養士さん， 高齢者とか子ども だとかいろ

んな世代に同じことを提供していく ためには，同じ窓口があった

方がいいと思いますし，分かりやすくサービスを提供できるとい



う体制を求めていかないといけないんだろうなと思います。人材

も減っていく中で ，どうやってこういう活動を進めていって柏市

のまちづくりをどう進めるか，やっぱりこのフレイル予防活動っ

て柏市をどういう街にしていこうか というところだと思うんです

ね。なのでそういうところではコラボ は大事だと思いますし，団

体の再構成も大事だと思います。これからこの会議も続いて，そ

の辺りも進めていければなと思います。  

 最後に，在宅医療介護の地域包括ケアの柏モデルというのを ず

っとやっているんですね。そこで高齢者に対する栄養士の中村さ

んとかリハビリのスタッフさんとか訪問看護さんとかそういう連

携はできているんですけど，実は元気な方たちの連携って実はで

きてないんです。 最近は，社協さんと連携しないと絶対駄目だよ

ねと思ってるんですけど，そうい う 連携をもっと広げていかない

と，今までの高齢者だけを見ている地域包括ケアモデルで ，それ

もまちづくりとして高齢者をどう支えていくのか だったんですけ

れども，それをもっと全体を見ながらもっと連携して も，やって

いる人数は少なくなっていくので，その中で良い柏を作れるよう

な会議をどんどん進めていきたいなと思います。行政の方にもし

っかりまとめていただいて，これからも推進していってもらいた

いなと思います。  

 

（高橋座長）  

 はい，古賀先生ありがとうございます。  

続きまして ,柏歯科医師会の高野先生，よろしくお願いします。  

 

（柏歯科医師会  高野アドバイザー）  

 柏歯科医師会の高野です。着座にて失礼いたします。  

これまで前任の中山先生がずっとフレイルに対しての会議を参加

されていて ,私は全く初めてということで ,一から勉強をさせてい

ただいているところでございます。  

 先 程 御 意 見 に も あ っ た 連 携 で す ね ,行 政 で も 何 で も 連 携 し て い

るというのはやはりどこのところでも課題ではあるんだなという



こ と を 改 め て 実 感 し ま し た 。 す ご い 興 味 深 い 御 意 見 だ っ た の が ,

や は り 楽 し く な い と 続 い て い か な い と い う こ と と ,男 性 の 参 加者

が少ないというのがすごくキーポイントなのかなと思いま した。

歯科でもどちらかというとメンテナンスクリーニングに積極的に

行くのは女性の方が多い中で，意外と歯に対しての見た目とかか

っこよさとかを男性の方が気にされるのかというのが実感 として

感じるので，そういう楽しさとか， かっこよさとか， おしゃれと

か ,何かとちょっとポジティブな要素が入っていくことは ,今後の

フレイル予防の発展には良いのかなと思いました。以上です。  

 

（高橋座長）  

 高野先生，ありがとうございます。  

続 き ま し て ,Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ で 参 加 の 柏 市 薬 剤 師 会 の 齊 藤 会 長 ， よ ろ し

くお願いします。  

 

（薬剤師会  齊藤アドバイザー）  

 薬 剤 師 会 の 齊 藤 で す 。 皆 さ ん ,今 日 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 御 苦 労

様 で し た 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 雰 囲 気 は 分 か っ た ん で す が ,会話

ま で は 細 か く 聞 こ え な か っ た の で し ょ う が な い の で ,私 も こ ちら

側で一人でディスカッションをしていました。  

 皆 さ ん か ら も あ っ た よ う に ,タ ー ゲ ッ ト を 男 性 と か 若 者 っ て い

う の は ,私 も ち ょ っ と そ こ ら 辺 を ど う 参 加 さ せ る か ， 認 知 さ せ る

か っ て い う の は ,す ご く 問 題 な の か な と は 思 っ て い ま す 。 特 に 若

者 と か を 認 知 さ せ る の に ,最 初 の 方 で ,飯 島 先 生 か ら の 話 で ,他 の

自治体では大学生が参加して一緒にサポーターとしてやってくれ

る よ う に な っ た と い う の を 聞 い て ,そ れ っ て す ご く い い な と 思 い

まして。去年まで も健康増進計画の中とかでも ，どうやって若者

とか子どもたちに 対する認知を上げるかっていうところで色々難

し い 面 が あ る と い う の が あ っ た の で ,例 え ば 柏 で あ れ ば 麗 澤 さ ん

とかもいいと思うんですけれども ， そういうところに 学科にはそ

ういうのに興味がある学生もいるので ，そういう人たちにアプロ

ーチして，一緒に 実働部隊的に地元で動いてくれるような感じで



やっていったらどうかなと思います 。実際私，柏の千葉ロッテ後

援 会 に 所 属 し て い る ん で す が ,先 日 二 軍 戦 が あ っ て ， そ の 時 で も

麗澤の学生さんとか毎年来て手伝い をしてくれています。そうい

う感じで今までなかった世代とかいろんな人たちをどんどん入れ

て，こんな人たちもいるじゃんみたいな感じでやっていけると進

むんじゃないかと感じました。  

 今年１年でできると言う感じではないかもしれないですが ，ち

ょっと言わせていただきました。以上になります。  

 

（高橋座長）  

 齊藤会長ありがとうございます 。 続きまして，東京大学の飯島

先生よろしいでしょうか。お願いします。  

 

（東京大学・飯島アドバイザー）  

 冒 頭 に 科 学 的 根 拠 の お 話 を さ せ て い た だ き ま し た の で ,感 想を

少し述べたいと思います。今お聞きしてて，古賀先生 ，何の気な

し に コ メ ン ト さ れ た ん だ ろ う な と 思 い ま す け れ ど も ,そ の 言 葉に

尽きるかなと思います。  

 フレイル予防っていう言葉を軸にして柏市をどういうまちづく

りにしていくかというところですよね。そのビジョンというもの

が ,お そ ら く こ れ か ら 第 二 ス テ ー ジ と い う 意 味 で は 問 わ れ る の か

なと思います。なぜかというと，栄養のことをしっかりやろうと

か ,運 動 習 慣 を 持 っ て い な い 人 に な る べ く 運 動 習 慣 を 持 た そ う と

かいうことも重要なんですけ れども ，そのためだけにフレイルと

いう概念を出した訳ではないんですね。フレイル予防というのは

地域づくりそのものとしてやっていくんだということが一番のポ

イントなので，そういう意味ではフレイルサポーターも頑張って

くださり，今日Ａ３の大きな紙にフレイル関連事業一覧というの

があって改めて見させていただきましたが，こんなにバラエティ

ーに富んだものがいっぱいあると。 この４２万人の人口の多い自

治 体 に お い て ， こ う い う 様 々 な 取 組 ,あ と こ の メ ニ ュ ー に は な い

住 民 主 体 の い ろ ん な 活 動 ,多 世 代 の 大 学 生 や 高 校 生 を ど う や っ て



う ま く 入 れ て い く の か ,そ こ ら 辺 が い か に 立 体 的 に 組 み 合 わ さ っ

ていくのかというところが第２ステージの大きな課題なのかなと

思います。  

 単 品 を ど う に か 最 低 限 の 参 加 人 数 で と い う こ と だ っ た ら ,うま

く い く と は 思 う ん で す け ど も ,こ れ を ち ゃ ん と ク ロ ス ト ー ク し て

いく ,立体的に噛み合わせるようにしていくというところに ,一工

夫 が 必 要 な ん だ ろ う な と 。 そ う い う 意 味 で ,先 ほ ど 田 中 先 生 と 話

を し て ま し た け れ ど も ,１ ４ 年 ， １ ５ 年 目 に 入 っ て い く こ の 柏 ス

タ デ ィ と い う も の を も っ と 底 上 げ し て い く た め に ,例 え ば ， 柏フ

レイル予防ポイントのアプリ戦略みたいなのをうまく使ってでき

な い も の か と か ,い わ ゆ る 行 政 の 方 が い ろ い ろ や っ て く だ さ っ て

いるものにうまくお互いに乗り合って ,ジョイントし あって ,より

柏の隅々の方まで参加できるように狙っていければなと思った次

第です。  

 あともう１点 ,今まで健康づくりという意味では， 専門職種 ,僕

自 身 も 専 門 職 種 で す け れ ど も ,医 学 的 知 識 と い う の が 備 わ っ て い

るので ,色々やってきたというのがあるんですけれども ,それはそ

れでこれからもやっていくにしても ,もう一回り ,住民同士とか，

住民が今までにないような取組でワイワイと楽しみを感じてとい

う ， ち ょ っ と 月 並 み で す け ど ,生 き が い と か ウ ェ ル ビ ー イ ン グ と

か ,新たな出会いみたいなところですね ,そこら辺を貪欲に作って

いくことが住民の方の新しい参画に 繋がっていくんだろうなと。

実 際 ， 私 の 飯 島 ラ ボ の 研 究 チ ー ム の 取 組 と し て は ,健 康 と い う言

葉で住民を集めることはあまり今やっておりません。 むしろ里山

自然保護とか ,あと都市型農園とか ,健康という文字が入っていな

いんだけれども ,皆でワイワイと， なるべくおいしい 野菜を作る ,

結果的にスクワット風の足腰の動きもやっているし ,腕も使うし ,

あと皆でワイワイとチーム感も出るし という，結果的に健康に資

す る と い う の を や っ て い る の で ,そ こ ら 辺 は ま た 柏 市 さ ん の 豊 富

な 資 源 を う ま く 活 用 し て ,新 し い ク リ エ イ テ ィ ブ な も の が 生 ま れ

てくることを期待したいなと思います。  

 あと最後もう１点，先程のフレイル予防の３つの柱の１つ目，



栄養の特にお口，オーラルフレイルが入っておりまして，今日新

しい先生が参加いただきましたけれども，これ最近いろんなとこ

ろでスピーチで呼ばれるときにお話していますけれども，オーラ

ルフレイル，簡単な質問表によってオーラルフレイルっぽいかど

うかを該当者を見るものを，ちょっと高齢者ではない手前の世代

に 調 べ て み る と ， 大 体 ４ ， ５ ０ 代 の 現 役 の メ ン バ ー に は ,だ いた

２ ５ ％ く ら い 存 在 す る と 。 そ し て ２ ０ 代 ,３ ０ 代 と い う 現 役 と は

いえもっと若い世代の中では １８％ くらいいるということが調査

でも分かっています。  

 で す の で ,フ レ イ ル と い う の は 決 し て ６ ５ 歳 か ら だ け じ ゃ な い

の で あ る と い う こ と も さ る こ と な が ら ,オ ー ラ ル フ レ イ ル は も っ

と手前からなんだ という感じがするわけですね。そこもぜひとも

いろんな戦略性を 皆で知恵を絞りながら進めていただければなと

思 い ま す し ,ま た 東 大 の 研 究 者 側 も 色 々 知 恵 を 出 し た い と 思 い ま

す。今日参加させていただきましてありがとうございます 。以上

でございます。  

 

（高橋座長）  

 飯 島 先 生 あ り が と う ご ざ い ま す 。 ま た ア ド バ イ ザ ー の 皆 様 ,貴

重な御意見をいただきありがとうございます。  

 今 回 の グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 結 果 に つ き ま し て は ,後日

事 務 局 で 検 討 し た 上 ,改 め て 今 年 度 の 活 動 テ ー マ と し て 委 員 の 皆

様に御連絡を差し上げる予定であります 。委員の皆様にはこれか

ら活動テーマに沿って活動いただき ，その結果を来年２月にある

第２回会議で御報告いただきたいと思っております。  

 以上をもちまして本日の議事は全て終了となりますが ，最後に

お伝えしておきたい事項等がありましたら皆様からいただければ

と思いますけれども，いかがでしょうか。  

 特に無いようであれば会議を終了させていただきます 。活発な

御意見色々ありがとうございました。それでは，事務局にお返し

します。  

 



（事務局・野口専門監（健康政策課））  

 以上をもちまして，令和 ７年度第 １回柏ＳＴＯＰフレイル会議

を閉会させていただきます。  

 次回につきましては，令和８年２ 月１２日（木）に開催を予定

しております。  

 本日はお忙しい中お集まりいただき まして，ありがとうござい

ました。                             

                           以上  

 


